音楽Ⅱ　学習指導案

1. 単元名　　　「Amazing Grace」でハモろう
～楽曲の背景を捉え、多様な表現方法で思いを紡ぐ～

2. 単元について（設定の理由）
本単元では、世界中で愛唱されている「Amazing Grace」を題材とし、その歴史的・文化的背景（三角貿易、黒人奴隷の苦難、ゴスペルの源流）や、日本の伝統音楽とも共通する「四七抜き音階」の特徴を学び、国際理解教育からの視点も深める。
その上で、提示された楽譜をベースにしつつも、伴奏の有無、ピアノ以外の器楽（パーカッションなど）の導入、身体表現やアレンジなどを生徒の自由な発想に委ね、グループの意図に合った演奏を目指させる。
これにより、音楽を通じた自己表現力と協働的な問題解決能力を育む。さらに、最後はクラス全員で互いの工夫を融合させた全体演奏を行うことで、集団としての表現の喜びと一体感を味わわせる。

3. 単元の目標
· 【知識及び技能】
ゴスペルの由来や歴史的背景、四七抜き音階の特徴を理解する。
それぞれの役割に応じた表現技能を身に付け、音や響きを合わせて演奏できる。
· 【思考力、判断力、表現力等】
歌詞の意味や歴史的背景から「自分たちが伝えたい意図」を構想し、それにふさわしいアレンジ、伴奏、などの表現方法を創意工夫する。
他者の演奏を聴いて表現の工夫や良さを捉え、自分たちの表現やクラス全体の演奏に生かす。
· 【学びに向かう力、人間性等】
多様な表現方法を認め合い、お互いの役割を尊重しながら協働して演奏づくりに取り組む。
ハーレムの教会での演奏鑑賞等を通じ、他国の歴史や多様な音楽文化を真摯に受け止め、尊重しようとする。

4. 単元の評価規準
	観点
	評価規準

	① 知識・技能
	・楽曲の歴史的背景や四七抜き音階の特徴について理解しているか。
・合唱のハーモニーを保ったり、選択した楽器や踊りを合わせて演奏したりしているか。

	② 思考・判断・表現
	・グループや全体の意図に合わせ、アレンジや表現方法（器楽・踊り等）を工夫しているか。
・相互鑑賞を通し、他者の演奏の良さや工夫を聴き取って評価しているか。

	③ 主体的に学習に取り組む態度
	・グループ練習やクラス全体の演奏に進んで参加し、協働して表現を豊かにしようとしているか。
・異文化の音楽表現に関心を持ち、意欲的に鑑賞・表現に関わろうとしているか。





5. 全4時間の指導計画（展開）
	時
	学習活動（生徒の活動）
	指導上の留意点・支援（教師の働きかけ）
	評価（観点・方法）

	1
	【楽曲との出会いと基本の音取り】
1. 全体で「Amazing Grace」の主旋律を歌えるようにする。
2. 「ゴスペル」の由来（キリスト教や黒人霊歌との関連）について概略を聴く。
3. パートに分かれ、提示された楽譜の音取りを行う。
4. 全体で合わせてみて、合唱となった響きを体感する。
	
・なじみのある曲のルーツが「祈りや救い」にあることを伝え、歌唱への関心を高める。



・確実な音取りのために鍵盤楽器や音源を活用させる。
・まずは基本の楽譜通りに合わせ、全体のバランスを意識させる。
	
【技能】３パートの音の重なりを意識しているか（観察）

	2
	【背景の深化・表現の方向性の決定】
1. 前回の合唱を思い出し、全体で一度歌う。
2. 「三角貿易」と「黒人奴隷」の悲劇、作詞者の歴史を学び、歌詞の意味を解釈する。
3. 「四七抜き音階」の特徴を確認し、よく知られているの曲との共通性に気づく。
4. ハーレムの教会での演奏を鑑賞し、ソロや合唱による一体感に注目する。
5. ３人以上でグループを編成する。楽譜の変更、アレンジ、伴奏の有無、器楽の導入など「表現の自由度」について説明を受け、グループの演奏方針を話し合う。
	


・歴史や当時の人権意識（国際理解）を図書資料も活用して伝え、人々にとってこの歌がどのような存在であったかを考えさせる。



・ハーレムの映像から「楽譜通りでなくてもよい」「心や身体から湧き出る表現」のヒントを得させる。

・自由なアレンジを認め、生徒が「自分たちの意図」を自由に発想できるよう促す。
	
【知識】楽曲の歴史的背景や四七抜き音階の特徴を理解しているか（学習感想）




【思考・判断】表現の意図に合った工夫（アレンジや構成）のアイデアを出しているか（話し合いや演奏の観察）

	3
	【グループ練習と表現の工夫】
1. 本時の目標（グループの意図に合う演奏づくり）を確認する。
2. グループごとに分かれて練習。
・合唱だけでなく、手拍子や身体表現、ピアノ以外の器楽（パーカッションや旋律楽器等）を取り入れる。
・テンポや強弱、アレンジについて試行錯誤を繰り返す。
3. 次時の発表会に向け、各班のこだわりポイントを共有する。
	
・各グループの活動スペースを確保し、必要な楽器の貸出を行う。
・アイデアは出るが演奏に反映されないグループの演奏を必要に応じてサポートする。
・「なぜこの演奏構成にするのか」など、表現の意図との結びつきを意識させる助言を行う。
・生徒の多様なアイデア（伴奏付き、アカペラ、器楽を加える等）を価値付け、肯定的に支援する。
	
【思考・判断・表現】自分たちの意図に合うように、アレンジや器楽などの表現方法を選択・工夫しているか（練習の様子）

【態度】お互いの役割を尊重し、協働して練習に取り組んでいるか（観察）

	4
	【演奏発表・相互鑑賞と全体演奏】
1. 発表の順序とフォームによるコメントシートの記入方法を確認する。
2. 各グループによる演奏発表と相互鑑賞
・合唱のみ、器楽導入など、多様なスタイルの演奏を披露・鑑賞し合う。
3. ハーレムの教会での演奏を「再度」鑑賞する。
【活動の締めくくり：全体演奏】
4.各班の工夫（演奏構成や特定の器楽リズム、身体表現など）を可能な範囲で盛り込みながら、クラス全員でひとつの「Amazing Grace」を演奏する。
5. 「自分たちの演奏を振り返る」「自分の言葉でゴスペルの魅力を説明する」をフォームに入力する。
	



・相互鑑賞では、技術的な面だけでなく、他班の「表現の意図」や「工夫の面白さ」を聴き取るよう促す。
・背景を学び、自分たちで表現を模索した後にハーレムの演奏を再度鑑賞させることで、音楽の持つ真の力や異文化への深いリスペクトへと繋げたい。

・全体演奏では、各班のユニークなアイデアを教師がその場でコーディネートし、全員の工夫が活きる一体感のある空間とする。
	
【技能】自分たちの役割を果たし、響きや演奏構成を意識して合わせて演奏しているか（発表・全体演奏の観察）
【思考・表現】他者の表現の良さや工夫を捉えているか（コメントシートの記述）

【態度】多様な音楽文化や仲間との演奏を尊重し、内面化できているか（フォームの記述）



6. 活動を通して意識した指導のポイント
· 「表現の多様性」の受容と価値付け：
生徒が配布した楽譜の「ピアノ伴奏つきの合唱」に留まらず、アカペラや器楽を加えるなどを選択したことは、音楽を身体的・総合的に捉えた証拠である。2時間目に鑑賞したハーレムの教会の「音楽と身体、会衆が一体となる文化」が、生徒の「アカペラや器楽」という選択に大きな影響を与えていることを評価・自覚させた。
· 個から全体への発展（締めくくりの全体演奏）：
グループごとの個別最適化された学び（独自の工夫）を、最後の全体演奏で「集団の学び」へと還元した。クラス全員で各班のアイデア（例：A班のソロの部分を作ったアカペラ、B班のパーカッション加入など）を少しずつ取り入れて演奏することで、国際理解教育が目指す「多様性を認め合い、共に響き合う（共生）」という理念を、音楽活動を通じて体感的に達成することに迫った。

